
学部卒業生のほとんどが修士課程へと進学し
ます。修士課程を修了すると、およそ半分が
博士課程に進みます。残る半数が企業や研究
機関に就職します。就職先は非常に幅広い分
野にわたっています。

卒業生の進路
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Central Scienceとしての化学を拓く。

　自然の理（ことわり）を化学の視点から明
らかにしたい――。理学部化学科・理学系研
究科化学専攻には、そういう知的好奇心にあ
ふれた学生が集い、将来の化学研究や化学技
術の発展を牽引する人材として、アカデミア
や社会へと羽ばたいていきます。化学科・化
学専攻では、これまで 150 年以上の歴史を
経て育まれた体系的な講義と実験実習を通し
て、「Central Science」としての化学の視
点を身につけ、より専門的な化学を学ぶため
の基礎学力を養うことができます。
　化学とは、物質とは何かを探求し、そして
自ら新しい物質を創造することのできる魅力
あふれる学問であると認知されています。も
ちろんそれは化学の魅力を端的に表していま
すが、化学の魅力はそれだけに留まりません。
化学により明らかにされた（またはこれから
明らかにされる）普遍的な法則を基盤とする
ことで、物理学、生物化学、地球科学などの
理学系研究分野の発展に寄与できることも大
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理学部化学科 2016年度学科長
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化学科

基礎からイノベーション
まで化学で拓く

きな魅力のひとつです。これが、化学が
「Central Science」と位置づけられる所以
です。化学科は、大まかに物理化学、無機・
分析化学、有機化学に分類されますが、実際
の研究室では、生物学、物理学、電気電子工
学、機械工学、情報科学など、さまざまな専
門領域を持つ研究者が集まっています。これ
も化学が理学において中心的な役割を果たし
ていることを示しています。
　このような化学の魅力に惹かれ、学部生の
大部分は大学院に進学しています。大学院で
は、世界トップレベルの充実した環境で先導
的な研究を進めながら、課題設定の能力と解
決力、分野横断的な幅広い視点を身につけて
いきます。大学院での研究成果は、学術の発
展と深化に直接貢献するだけでなく、革新的
な実用へと繋がる場合も少なくありません。
　国際的な感覚をもったリーダーの育成に力
を入れていることも、化学科の教育の大きな
特徴です。ネイティブ講師による英語での発
表や議論実習に加え、海外からの留学生と一
緒に学部のすべての講義を英語で受けられる
環境を国内で初めて用意しました。化学科進
学後に英語で苦労していた学生が、ほどなく
して問題なく授業を理解している姿を見る
と、教員としても頼もしく感じます。講義の
英語化を始めて 2 年となりますが、英語化に
関する最も大きな問題は、英語力そのものに
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あるのではなく、英語を使用すること対する
心理的障壁であることが分かってきました。
その心理的障壁を学部 3 年生という早い段階
で取り除き、大学院に進学するころには真に
グローバルな視点を持って大きな仕事をする
助けになると信じています。
　化学科・化学専攻では、化学が好きという
気持ちに突き動かされて研究に励む教員と学
生が、皆さんと一緒に感動を共有できること
を心待ちにしています。
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